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2023 年度において GHz-DAC 音速法に格段の進歩があった。メンバーの加藤の修士研究

で、~30GPa においてフェロペリクレースの P波 S波速度同時測定に成功した。詳細は、

加藤の成果報告を参照頂きたい。 

私は惑星研の増野助教の指導のもとにフェロペリクレースを 66GPa まで加圧し、申請書

提出段階で P波のトラベルタイム測定に成功した。今後はＰ波Ｓ波の同時測定に取り組ん

でいく。また、解析には米田先生が作成・改良した PYTHON プログラムを用いて行った。 

以下、66GPa 下のフェロペリクレースの試料画像、解析の結果および取得したトラベル

タイムである。 

 

図１ フェロペリクレース試料（66GPa） 

 

図２ 試料の上面、背面で反射した弾性波の干渉した状態のオシロスコープ画面 



 

図３ 干渉した弾性波の周波数に対する強度変調 

 

図４ 強度変化の極値と周波数の関係 

（これにより、トラベルタイムが 10.7(2)nsec、誤差～2%という結果となった） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


